
交付金充当額

（円）

一般財源

（円）

1,374,365,581 1,100,000,000 274,365,581

【経費内容】

・会計年度任用職員報酬等　2,092,266円

・感染症対策用品　78,601,606円

（マスク、手指消毒用アルコール、非接触体温計など）

・郵便料　881,165円

【事業の対象（対象者、対象施設等）】

・市内全世帯

・市内福祉施設

【経費内容】

・国の雇用調整助成金決定額の1/9を乗じる（千円未満

切捨）助成金（上限50万円）　1,538,000円

【事業の対象（対象者、対象施設等）】

・市内の中小事業者で国の雇用調整助成金の交付決定

を受けた事業者

【経費内容】

・新型コロナウイルス感染症の影響により、事業所の都合で

解雇や休業となった者に対する一律9万円の補助金

　4,950,000円

【事業の対象（対象者、対象施設等）】

・新型コロナウイルス感染症の影響により、業況が悪化し解

雇や休業となった市民のうち、雇用調整助成金の対象と

なっていない者

【経費内容】

・新型コロナウイルス感染拡大防止対策や事業を継続する

ための補助金（補助率2/3、上限10万円）

　14,164,131円

（アクリルパネル、消毒用薬剤など）

【事業の対象（対象者、対象施設等）】

・市内商工業者

（市内に本社、本店、支店又は事業所等を有している）

商
工
課

商
工
課

商
工
課

4
感染拡大防止対策補

助金

　商工業者が実施する

新型コロナウイルス感染

症拡大防止対策や事業

を継続するための経費を

支援する。

令和２年５月11日

～

令和３年３月31日

14,164,131 11,939,000 2,225,131

・市内の事業者が行う新型コロナウイルス

の感染拡大防止対策に対して支援し

た。

－補助金交付申請件数:185件

・事業所の感染拡大防止対

策の取組に対し、経済的な

支援ができ、新型コロナウイル

スの感染拡大防止を強力に

推進することができた。

3
求職者・休業者支援補

助金

　業況が悪化している事

業所で解雇や休業となっ

た労働者を支援する。

令和２年５月11日

～

令和３年３月31日

4,950,000 4,950,000 0

・新型コロナウイルス感染症の影響によ

り、解雇や休業となった者の生活支援を

行った。

－件数:55件

・解雇者や休業者の生活支

援となり効果があった。

2 雇用維持助成金

　休業等を余儀なくされ

た雇用者の休業手当や

賃金等の事業者負担分

を支援する。

令和２年５月11日

～

令和３年３月31日

1,538,000 1,500,000 38,000

・新型コロナウイルス感染症の影響を受

けた事業者への支援を行った。

－件数:4件

・雇用維持助成金の支給に

より、雇用維持が図られ、事

業者への支援として効果が

あった。

事業全体を通した評価等 担当課

合　計

1
感染症対策（全世帯

へのマスク配布等）

　市民や福祉施設等に

マスクや消毒用品を配付

し、感染防止を図るととも

に、新型コロナウイルス関

連チラシを配付し周知啓

発を図る。また、非接触

体温計やサーモグラフィに

より感染の疑いがある来

庁者を把握し職員の感

染を未然に防止するとと

もに、感染拡大防止を図

る。

令和２年４月30日

～

令和３年３月31日

81,575,037 80,141,000 1,434,037

・新型コロナウイルス感染拡大防止のた

め、全世帯を対象にマスクを配布した。

・手指消毒用品を庁内や市内福祉施

設へ設置した。

・店頭からマスクが無くなった時

期で、配布することで市民

サービスに貢献することができ

た。

保
健
課

効果検証シート(新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金活用事業（令和２年度実施分））

№ 事業名 事業概要 事業期間
決算額

（円）
経費内容及び対象 事業実績

1



交付金充当額

（円）

一般財源

（円）

事業全体を通した評価等 担当課№ 事業名 事業概要 事業期間
決算額

（円）
経費内容及び対象 事業実績

【経費内容】

・事業に重大な影響を受けた事業主に対し、事業継続のた

めの活動を応援するための、一律20万円の補助金

　75,400,000円

※市外からの観光客等に対して体験活動等のサービスを提

供する事業を営む事業主は10万円

【事業の対象（対象者、対象施設等）】

・市内飲食業、宿泊業、旅行業、観光業等の事業主

・観光客等に体験活動を提供する事業主

【経費内容】

・小規模事業者活動応援補助金申請者のうち、賃貸物件

において飲食業、宿泊業、旅行業、観光に関する事業を営

む事業主を支援するための一律10万円の補助金

　13,400,000円

【事業の対象（対象者、対象施設等）】

・小規模事業者活動応援補助金申請者のうち、賃貸物件

において飲食業、宿泊業、旅行業、観光に関する事業を営

む事業主

【経費内容】

・福島県緊急経済対策資金融資「新型コロナウイルス対策

特別資金」の借入にかかる３年分の利子全額の補助金

　3,271,528円

【事業の対象（対象者、対象施設等）】

・福島県緊急経済対策資金融資「新型コロナウイルス対策

特別資金」を利用する市内の中小企業者

【経費内容】

・発熱外来業務委託料　24,641,708円

【事業の対象（対象者、対象施設等）】

・発熱や咳などの症状があるもので、喜多方市・北塩原村・

西会津町（圏域）に居住している15歳以上（ただし中学

生を除く）又は圏域内に勤務または通学している者

商
工
課

商
工
課

商
工
課

保
健
課

・市民の新型コロナウイルスへ

の感染への不安を緩和すると

ともに適切な医療につなげるこ

とができた。

・医師会会員の協力により実

施しているため、医療機関の

負担が大きい。

8 発熱外来設置

　新型コロナウイルス感染

症から地域に居住してい

る住民を守り、かつ地域

の医療体制の継続維持

を図るため、発熱外来を

設置する。また、令和2

年10月12日からは福島

県の委託を受け「福島県

地域外来・検査セン

ター」へ移行する。

令和２年６月４日

～

令和３年３月31日

24,641,708 9,948,000 14,693,708

・令和２年６月15日より喜多方地方

発熱外来診療所を開所し、医師による

診察及び感染の疑いがある者は帰国者

接触者相談センターへの紹介を実施し

た。

・令和２年10月12日より福島県から地

域外来・検査センターの委託を受け、感

染の疑いがある者にPCR検査を実施し

た。

　－開所日数    193日

　－受診件数    233人

　－PCR検査数   93件

7 利子補給補助金

　新型コロナウイルス感染

症の影響を受けている中

小企業に対し、財政的

支援を実施し事業継続

や雇用の維持を図る。

令和２年５月１日

～

令和３年３月31日

3,271,528 306,000 2,965,528

・公的及び民間金融機関が取り扱う実

質無利子型融資とおおよそ同条件で借

入が可能であったため、実質無利子型

融資を利用し追加で借入が必要な市内

中小企業者の資金繰りの安定化等に寄

与した。

－交付件数:11件

・市が実施する「信用保証料

補助金」と合わせて活用でき

る補助事業であったため、借

入の際の金銭的負担が軽減

され、資金繰りの安定化等に

つながった。

6 店舗等維持補助金

　賃貸物件で営業してい

る飲食業、宿泊業、旅

行業、観光業等の事業

者に対し、賃貸料を支援

する。

令和２年５月11日

～

令和３年３月31日

13,400,000 13,400,000 0
・事業者に対し、賃貸料を支援した。

－補助金申請件数:134件

・新型コロナウイルス感染症の

拡大の早期に実施したこと

で、事業者に対する支援と

なった。

5
小規模事業者活動応

援補助金

　業況が悪化している市

内飲食業、宿泊業、旅

行業、観光業等の事業

主に対し、雇用及び事

業の継続を支援する。

令和２年５月11日

～

令和３年３月31日

75,400,000 75,400,000 0
・雇用、事業の継続を支援した。

－補助金申請件数：400件

・新型コロナウイルス感染症の

拡大の早期に実施したこと

で、事業主に対する支援と

なった。

2



交付金充当額

（円）

一般財源

（円）

事業全体を通した評価等 担当課№ 事業名 事業概要 事業期間
決算額

（円）
経費内容及び対象 事業実績

【経費内容】

・制度資金信用保証料補助金（上限100万円）

　29,600,765円

・中小企業・小規模事業者活動継続応援交付金等

（上限100万円）　337,800,000円

【事業の対象（対象者、対象施設等）】

・市内中小企業の事業者

【経費内容】

・消耗品費（コピー用紙等）　65,780円

・郵便料　4,774,240円

・消費喚起・生活応援プレミアム付商品券交付事業システ

ム改修等業務委託料　12,585,265円

・複合機レンタル　18,480円

【事業の対象（対象者、対象施設等）】

・非課税世帯8,000世帯

【経費内容】

・会計年度任用職員報酬等　1,339,908円

・子育て応援思いやり給付金　19,200,000円

【事業の対象（対象者、対象施設等）】

・令和２年4月28日以降に生まれた新生児の保護者

【経費内容】

・新しい生活様式対応設備等支援補助金（上限100万

円）

　16,819,840円

（アクリルパネル、消毒用薬剤など）

【事業の対象（対象者、対象施設等）】

・市内に本店、支店、事業所のある商工業者で、製造業な

どの対象業種の事業者。

商
工
課

こ
ど
も
課

商
工
課

商
工
課

19,322,000 1,217,908
・給付金として、19,200,000円（192

名）を給付した。

・事業対象者への子育て支

援となり、効果的であった。

12
新しい生活様式対応設

備等支援補助金

　新型コロナウイルス感染

症の影響を受けている事

業者が、「新しい生活様

式」に対応する取組に対

し、補助金を交付する。

令和２年７月31日

～

令和３年３月31日

16,819,840 14,660,000 2,159,840

・市内の事業者が行う新型コロナウイルス

の感染拡大防止対策に対して支援する

ことで、感染拡大を防止し、事業活動の

継続及び経済活動に寄与した。

－補助金交付申請件数　34件

・事業所の感染拡大防止対

策の取組に対し、経済的な

支援ができたことにより、新型

コロナウイルスの感染拡大防

止を強力に推進することがで

きた。

11
子育て応援思いやり給

付金

　子育て世代の負担軽

減を図るため、定額給付

金の対象にならない令和

2年4月28日以降に生

まれた新生児を対象に、

給付金を給付する。

令和２年７月21日

～

令和３年３月31日

20,539,908

10

消費喚起・生活応援プ

レミアム付商品券発行

事業（非課税世帯向

け）

　新型コロナウイルス感染

症の影響により、市民生

活全体に様々な影響が

あることから、消費意欲の

喚起と地域経済の早期

の回復につなげるため、

生活応援・消費喚起商

品券を発行する。

令和２年７月21日

～

令和３年３月31日

17,443,765

・商品券が使用されることで、

消費喚起と地域経済の回復

に繋げることができた。

・無償配布としたことから、市

民の関心が高く、商品券の使

用率も高かった。

9

中小企業・小規模事業

者活動継続応援交付

金等

　新型コロナウイルス感染

症の影響を受けている中

小企業・個人事業主等

に対し、事業継続や雇

用の維持を図ることを目

的に、財政的支援を実

施する。

令和２年５月１日

～

令和３年３月31日

367,400,765 366,800,000 600,765

・市が実施する【20　利子補給補助金】

と併用可能であり、公的及び民間金融

機関が取り扱う実質無利子型融資とお

およそ同条件で借入が可能であったた

め、実質無利子型融資を利用し追加で

借入が必要な市内中小企業者の資金

繰りの安定化等に寄与した。

・新型コロナウイルス感染症の

拡大の早期に実施したこと

で、物心両面において事業者

に対する支援となった。

・市が実施する「20　利子補

給補助金」と合わせて活用で

きる補助事業であったため、

借入の際の金銭的負担が軽

減され、資金繰りの安定化等

につながった。

17,443,000 765
・非課税世帯6,719世帯へ商品券を配

布した。
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交付金充当額

（円）

一般財源

（円）

事業全体を通した評価等 担当課№ 事業名 事業概要 事業期間
決算額

（円）
経費内容及び対象 事業実績

【経費内容】

・生活応援商品券換金申請書等印刷料　1,820,896円

・郵便料　6,239,319円

・消費喚起・生活応援プレミアム付商品券発行等業務委

託料

　493,810,622円

【事業の対象（対象者、対象施設等）】

・市民

【経費内容】

・キャンペーンチラシ印刷　521,620円

・郵送料　15,960円

・”喜多方の魅力再発見”泊まってみんべぇキャンペーン事業

業務委託料　21,354,096円

【事業の対象（対象者、対象施設等）】

・市内宿泊施設利用者2,500人

※１人あたり最大70%（上限7,000円）の補助

【経費内容】

・プロジェクター（180台）59,400,000円

・マグネットスクリーン（180台）　4,356,000円

【事業の対象（対象者、対象施設等）】

・市内小中学校全24校

【経費内容】

・タブレット端末機器リース料　2,715,304円

・タブレット端末設定業務委託料　22,117,788円

・ポケットWi-Fiデータ通信サービス料　1,070,608円

【事業の対象（対象者、対象施設等）】

・市内小学校全17校

学
校
教
育
課

学
校
教
育
課

16
小学校GIGAスクール

事業

　GIGAスクール構想に

基づき、市内小学校児

童に対しタブレットを配付

（リース導入）し、オンラ

イン学習に必要なICT環

境を整備する。

令和２年７月21日

～

令和３年３月31日

25,903,700 25,903,000 700
・GIGAスクール構想におけるハード・ソフ

トを一体として整備した。

・学校での利用や災害や感

染症の発生等による学校の

臨時休業等の緊急時におい

ても、ICTの活用により全ての

子どもたちの学びを保障できる

環境を実現できた。

・機器の経年劣化等により数

年後には機器の全面更新が

必要となることが課題。

15
小中学校ＩＣＴ教育

推進事業

　GIGAスクール構想に

基づく市内小中学校にお

けるICT環境整備を推

進するため、オンライン学

習等に必要な物品を整

備する。

令和２年７月21日

～

令和３年３月31日

63,756,000 62,766,000 990,000

・プロジェクター及びプロジェクターを投影

するマグネットスクリーンを各普通教室に

１台ずつ整備した。

・指導者用タブレットと連動

し、新学習指導要領にあわせ

た電子教科書等を活用した

授業が可能となった。

・機器の経年劣化により数年

後には機器の全面更新が必

要となることが課題。

商
工
課

14

”喜多方の魅力再発

見”泊まってみんべぇキャ

ンペーン事業

　新型コロナウイルス感染

症の影響を受けている、

市内宿泊業者への経済

対策と観光誘客推進の

ため、宿泊促進事業を

実施する。

令和２年７月22日

～

令和３年３月31日

21,891,676 21,891,000 676

・延べ宿泊者数2,289人（経済波及

効果51,560,000円）となり、経済対

策と観光誘客推進につながった。

・事業実施後、旅行会社及

び宿泊施設に対し実施したア

ンケート調査の結果、「事業

実施の効果が一定程度あっ

た」と回答した割合は、

87.5％と高く、一定の成果を

得ることができたと考える。

観
光
交
流
課

13

消費喚起・生活応援プ

レミアム付商品券交付

事業

　新型コロナウイルス感染

症の影響により、市民生

活全体に様々な影響が

あることから、消費意欲の

喚起と地域経済の早期

の回復につなげるため、

消費・生活応援プレミア

ム付商品券を低所得者

へ配布する。

令和２年７月21日

～

令和３年３月31日

501,870,837 280,221,000 221,649,837

・きたかた生活応援商品券及びきたかた

プレミアム付商品券合わせて、総額で約

4億8,500万円が市内で流通し、特に、

市民が自ら支払った1億8,400万円のプ

レミアム付商品券の販売代金が市外へ

流出せず、市内で循環した効果は大き

い。

・新型コロナウイルスにより大き

な影響を受けた市民生活を

支援することができた。

・きたかた生活応援商品券に

おいて、一人あたり4,000円、

6,000円（非課税者）が混

在したことで大きな混乱があっ

た。
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交付金充当額

（円）

一般財源

（円）

事業全体を通した評価等 担当課№ 事業名 事業概要 事業期間
決算額

（円）
経費内容及び対象 事業実績

【経費内容】

・タブレット端末機器リース料　1,906,698円

・タブレット端末設定業務委託料　10,878,912円

・ポケットWi-Fiデータ通信サービス料　526,592円

【事業の対象（対象者、対象施設等）】

・市内中学校全７校

【経費内容】

・無線Wi-Fi機器等設定業務委託料　6,454,030円

・タブレット容ポケットWi-Fi機器　37,033,218円

【事業の対象（対象者、対象施設等）】

・市内小学校全17校

【経費内容】

・無線Wi-Fi機器等設定業務委託料　3,047,330円

・タブレット容ポケットWi-Fi機器　17,304,032円

【事業の対象（対象者、対象施設等）】

・市内中学校全７校

【経費内容】

・新型コロナウイルス飛沫感染防止用品　294,498円

（窓口カウンター用ビニールシート、消毒液など）

【事業の対象（対象者、対象施設等）】

・本庁舎各課窓口

学
校
教
育
課

・学校での利用や災害や感

染症の発生等による学校の

臨時休業等の緊急時におい

ても、ICTの活用により全ての

子どもたちの学びを保障できる

環境を実現できた。

・機器の経年劣化等により数

年後には機器の全面更新が

必要となることが課題。

学
校
教
育
課

学
校
教
育
課

財
政
課

・来庁した市民等への飛沫感

染防止の効果があり、徹底し

た手洗いや消毒により感染予

防となった。

19
中学校ICT環境整備

事業

　感染症対策等を徹底

しながら中学校における

教育活動や家庭学習な

どの児童の学びを保障す

るため、Wi－Fi環境等の

遠隔・オンライン学習環

境を整備する。

令和２年７月21日

～

令和３年３月31日

20,351,362 13,449,000 6,902,362
・GIGAスクール構想におけるハード・ソフ

トを一体として整備した。

20
飛沫感染防止対策

（本庁舎）

　新型コロナウイルス飛沫

感染防止対策として、市

役所（本庁舎）窓口カ

ウンターにビニールシート

等を設置する。

令和２年５月１日

～

令和３年３月31日

294,498 293,000 1,498

・窓口カウンターへのビニールシート設置

や出入口への消毒液の設置、トイレへの

ハンドソープの設置をした。

18
小学校ICT環境整備

事業

　感染症対策等を徹底

しながら小学校における

教育活動や家庭学習な

どの児童の学びを保障す

るため、Wi－Fi環境等の

遠隔・オンライン学習環

境を整備する。

令和２年７月21日

～

令和３年３月31日

43,487,248 24,806,000 18,681,248
・GIGAスクール構想におけるハード・ソフ

トを一体として整備した。

・学校での利用や災害や感

染症の発生等による学校の

臨時休業等の緊急時におい

ても、ICTの活用により全ての

子どもたちの学びを保障できる

環境を実現できた。

・機器の経年劣化等により数

年後には機器の全面更新が

必要となることが課題。

17
中学校GIGAスクール

事業

　GIGAスクール構想に

基づき、市内中学校生

徒に対しタブレットを配付

（リース導入）し、オンラ

イン学習に必要なICT環

境を整備する。

令和２年７月21日

～

令和３年３月31日

13,312,202 13,312,000 202
・GIGAスクール構想におけるハード・ソフ

トを一体として整備した。

・学校での利用や災害や感

染症の発生等による学校の

臨時休業等の緊急時におい

ても、ICTの活用により全ての

子どもたちの学びを保障できる

環境を実現できた。

・機器の経年劣化等により数

年後には機器の全面更新が

必要となることが課題。
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交付金充当額

（円）

一般財源

（円）

事業全体を通した評価等 担当課№ 事業名 事業概要 事業期間
決算額

（円）
経費内容及び対象 事業実績

【経費内容】

・新型コロナウイルス飛沫感染防止用品　586,314円

（窓口カウンター用ビニールシート、消毒液など）

【事業の対象（対象者、対象施設等）】

・各総合支所各課窓口

【経費内容】

・児童扶養手当上乗せ給付金　5,641,000円

・郵便（通知）料　32,000円

【事業の対象（対象者、対象施設等）】

・令和２年４月分児童扶養手当の受給者。

【経費内容】

・ひとり暮らし高齢者弁当宅配業務委託料

　5,294,880円

【事業の対象（対象者、対象施設等）】

・市内65歳以上のひとり暮らし高齢者

【経費内容】

・返信用封筒　19,800円

・郵便料　224,451円

【事業の対象（対象者、対象施設等）】

・1,345事業所（上記内容）

商
工
課

高
齢
福
祉
課

・新型コロナウイルス感染症の

拡大の早期における市内事

業所への影響を把握し、速や

かに対策に活かすことができ

た。

・新型コロナウイルス感染拡大

防止のため、高齢者が買い物

等での外出機会を少なくする

ことができた。

・配食サービス事業を利用し

ていない高齢者に対して事業

の周知が図られた。

・山間部等で配達業者が対

応できない地区への対応が課

題。

・事業対象者への子育て支

援となり、効果的であった。

財
政
課

こ
ど
も
課

24 市内事業者影響調査

　新型コロナウイルス感染

症の感染拡大に伴い、

市内事業者におよぶ重

大な影響を調査（会津

喜多方商工会議所、き

たかた商工会、喜多方

観光物産協会の会員

等）し、経済対策に反

映する。

令和２年５月１日

～

令和３年３月31日

244,251 244,000 251

・市内事業所における新型コロナウイルス

の影響を把握した。

－回答数：617件

－回答率：45.9％

0
・給付金として、5,610,000円（374

名）を給付することができた。

23
ひとり暮らし高齢者弁当

宅配事業

　高齢者が買い物等の

人混みに行くことで、新

型コロナウイルスの感染リ

スクが高まることが懸念さ

れることから、見守りを兼

ねた弁当の宅配の実施

する。

令和２年５月１日

～

令和３年３月31日

5,294,880 4,800,000 494,880
・申請者151人に対し、配食数11,031

食を宅配することができた。

1,314

・窓口カウンターへのビニールシートやアク

リル板の設置、出入口への消毒液の設

置、トイレへのハンドソープの設置をした。

・来庁した市民等への飛沫感

染防止の効果があり、徹底し

た手洗いや消毒により感染予

防となった。

22
児童扶養手当上乗せ

給付金事業

　ひとり親世帯を支援す

るため、児童扶養手当の

受給者を対象として、臨

時特別給付金を給付す

る。

令和２年５月１日

～

令和３年３月31日

5,642,000 5,642,000

21
飛沫感染防止対策

（総合支所）

　新型コロナウイルス飛沫

感染防止対策として、市

役所（4総合支所窓口

21か所）の窓口カウン

ターにビニールシート等を

設置する。

令和２年５月１日

～

令和３年３月31日

586,314 585,000

6



交付金充当額

（円）

一般財源

（円）

事業全体を通した評価等 担当課№ 事業名 事業概要 事業期間
決算額

（円）
経費内容及び対象 事業実績

【経費内容】

・出前・テイクアウト支援事業業務委託料　3,615,700円

【事業の対象（対象者、対象施設等）】

・市民、市内飲食店

【経費内容】

・令和２年度新採用職員対象のeラーニング教材の導入

料

　161,700円

【事業の対象（対象者、対象施設等）】

・令和２年度新採用職員（21名）

【経費内容】

・新型コロナウイルス感染症拡大で影響を受けた畜産農家

への給付金（肥育牛出荷１頭あたり５万円）に係る給付

金

　8,800,000円

【事業の対象（対象者、対象施設等）】

・新型コロナウイルス感染症拡大で影響を受けた畜産農家

【経費内容】

・雇用調整助成金の申請を社会保険労務士に依頼して申

請した手数料の補助金（1/2（千円未満切捨）、上限

10万円）

　1,428,000円

【事業の対象（対象者、対象施設等）】

・雇用調整助成金の申請を社会保険労務士に申請してい

る事業者

商
工
課

総
務
課

農
業
振
興
課

商
工
課

・雇用調整助成金を社会保険労務士に

委託し、申請した事業者に対して、委託

料の1/2を支援した。

－申請件数：28件

・新型コロナウイルス感染症の

影響を受けた事業者の支援

に効果があった。

0
・対象者18名（対象頭数176頭）に

対し、給付金を支給することができた。

・畜産経営の継続と安定化が

図られた。

・新型コロナウイルス感染症の

影響による枝肉価格の大幅

な下落により、再生産が非常

に厳しい状況に陥ったが、国

の施策に加え、市独自の支

援を講じたことにより、すべての

肥育農家において営農継続

が図られた。

28
雇用調整助成金申請

等手数料補助金

　感染症の影響を受け

経営が悪化した事業者

が、国の雇用調整助成

金の申請にあたり、社会

保険労務士への事務手

数料を補助する。

令和２年６月24日

～

令和３年３月31日

1,428,000 1,275,000 153,000

27
畜産農家経営持続支

援給付金

　感染症の影響を受け、

枝肉価格の下落が長期

化し、畜産経営に多大

な影響を及ぼしていること

から、畜産農家への給付

金の支給により、再生産

が可能となるよう支援し、

畜産経営の継続と安定

を図る。

令和２年６月18日

～

令和３年３月31日

8,800,000 8,800,000

26 ｅラーニング活用事業

　感染予防のため、ふくし

ま自治研修センターの新

規採用職員研修が開催

されないことから、℮ラーニ

ング（インターネットを活

用した）研修を実施す

る。

令和２年６月30日

～

令和２年９月30日

161,700 161,000 700

・職員が個別に受講することができた。

・感染症へのリスクを回避することができ

た。

・各自の業務ペースで進めることができ、

繰り返し視聴できることで研修効果を高

めることができた。

・研修施設への移動時間の

削減となった。

・個人により理解度が異なる

ため、各自自分のペースで進

めることができる点が効果的で

あった。

25
飲食業利用促進支援

事業

　出前やテイクアウトに対

応できる飲食店が掲載さ

れたサイトやチラシを制作

するとともに、飲食店で利

用できる300円の利用

券を発行する。

令和２年５月20日

～

令和３年３月31日

3,615,700 3,615,000 700

・新型コロナウイルス感染症拡大の影響

により、売上が減少した飲食業を支援し

た。

－利用券使用実績：6,402枚

－利用金額実績：1,920,600円

・新型コロナウイルス感染症拡

大の影響により、売上が減少

した飲食業を支援することが

できた。
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交付金充当額

（円）

一般財源

（円）

事業全体を通した評価等 担当課№ 事業名 事業概要 事業期間
決算額

（円）
経費内容及び対象 事業実績

【経費内容】

・ふるさと出身学生応援事業業務委託料

　1,729,456円

【事業の対象（対象者、対象施設等）】

・喜多方市出身で市外に住む学生

【経費内容】

・消耗品費（コピー用紙等）　11,902円

・郵便料　426,290円

・買い物代行サービス事業利用料　72,840円

【事業の対象（対象者、対象施設等）】

・すべての世帯員が65歳以上である世帯

【経費内容】

・液体ハンドソープ購入　6,995,263円

【事業の対象（対象者、対象施設等）】

・市役所来庁者

・市有施設利用者

【経費内容】

・小中学校消毒業務委託料　5,610,080円

【事業の対象（対象者、対象施設等）】

・市内小中学校全24校

高
齢
福
祉
課

保
健
課

学
校
教
育
課

・新型コロナウイルス感染症の

終息が見えない中、児童・生

徒の安心、安全な教育環境

の維持への関心及び期待は

高いため、効果はあった。

・備蓄用品を整備し、新型コ

ロナウイルスの感染症防止が

図られた。

・新型コロナウイルス感染症の

影響により外出に不安を感じ

る高齢者に対し、食料品や日

用雑貨を調達する支援ができ

た。

・「現時点では申請を見送る

が、緊急時には利用したい」と

いう市民が多く、交付枚数に

対する利用実績は少なかっ

た。

・新型コロナウイルス感染症の

影響により、通常の学生生活

を送ることが困難になっている

学生を、ふるさとの物産品で

励ますことができた。

商
工
課

・市内の様々な施設等へ配布する薬用

ハンドソープ（19,770本）を購入した。

32 小中学校消毒事業

　新型コロナウイルス感染

症対策のため、小中学

校の教室等の消毒を実

施する。

令和２年７月21日

～

令和３年３月31日

5,610,080 5,500,000 110,080

・令和2年度2学期から、市内小中学校

全24校において、学校規模に応じ、消

毒業務を実施した。

31
感染症予防備蓄用品

整備事業

　新型コロナウイルス感染

症の第２、３波に備え、

感染症予防に有効な手

洗いのため市有施設用

等の液体ハンドソープを

備蓄する。

令和２年７月21日

～

令和３年３月31日

6,995,263 6,995,000 263

30
高齢者買い物代行サー

ビス事業

　外出を自粛する高齢

者が利用する、買い物代

行サービスの利用料の一

部を助成する。

令和２年７月21日

～

令和３年３月31日

511,032 500,000 11,032

29
ふるさと出身学生応援

事業

　緊急事態宣言の発令

により、帰省を控えている

県外居住の学生にふるさ

と産品（米、ラーメン、レ

トルト食品等）を送付す

る。

令和２年６月18日

～

令和３年３月31日

1,729,456 1,700,000 29,456

・申請世帯数73世帯（利用助成券交

付枚数2,280枚）に対し、利用世帯数

18世帯（利用枚数201枚）であった。

・帰省を控えている県外居住の学生に対

し、ふるさと産品（米、ラーメン、レトルト

食品等）を送付した。

ー送付件数：394件
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交付金充当額

（円）

一般財源

（円）

事業全体を通した評価等 担当課№ 事業名 事業概要 事業期間
決算額

（円）
経費内容及び対象 事業実績

【経費内容】

・令和３年喜多方市成人式映像配信業務委託料

　121,000円

【事業の対象（対象者、対象施設等）】

・喜多方市新成人

　

【経費内容】

・温度顔認証端末　896,500円

【事業の対象（対象者、対象施設等）】

・総合福祉センター

・熱塩加納保健福祉センター夢の森

・塩川保健福祉センター「いきいきセンター」

・過疎高齢者生活福祉センターしゃくなげホーム

・高齢者生活福祉センターかたくり荘

【経費内容】

・温度顔認証端末　179,300円

【事業の対象（対象者、対象施設等）】

・高齢者生産活動センター

【経費内容】

・温度顔認証端末　537,900円

【事業の対象（対象者、対象施設等）】

・蔵の湯

・いいでのゆ

・ふれあいランド高郷
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・国民の祝日である「成人の

日」が設定されている1月に実

施したことで、お祝いの機運が

高まり、成人の自覚を促し祝

い励ますことができた。

・動画発信を多くの方に見て

いただけるように、周知方法

（市広報、HP、Facebook

などの活用）について、検討

が必要。

300

・新型コロナウイルス感染症対策のため、

高齢者生産活動センターに温度顔認証

端末を購入し、設置した。

・温度顔認証端末を施設入

口に設置し、異常体温の利

用者が施設利用することを防

止し、新型コロナウイルス感染

症防止が図られた。

36

感染症対策備品整備

事業（温泉保養３施

設）

　温泉保養施設に温度

顔認証端末を設置し、

新型コロナウイルス感染

の疑いがある施設利用

者を把握し、職員等の感

染を未然に防止するとと

もに、感染拡大防止を図

る。

令和２年12月14日

～

令和３年３月31日

537,900 537,000 900

35

感染症対策備品整備

事業（高齢者生産活

動センター）

　高齢者生産活動セン

ターに温度顔認証端末

を設置し、新型コロナウイ

ルス感染の疑いがある施

設利用者を把握し、職

員等の感染を未然に防

止するとともに、感染拡

大防止を図る。

令和２年12月14日

～

令和３年２月４日

179,300 179,000

・新型コロナウイルス感染症対策のため、

市内温泉保養施設（3施設）に温度

顔認証端末を購入し、設置した。

・顔認証端末を導入したこと

で、多くの観光客や市民が訪

れる温泉保養施設での新型

コロナウイルス感染症の感染

拡大を未然に防止することが

できた。

34

感染症対策備品整備

事業（総合福祉セン

ターほか４施設）

　総合福祉センターほか

4施設に温度顔認証端

末を設置し、新型コロナ

ウイルス感染の疑いがあ

る施設利用者を把握し、

職員等の感染を未然に

防止するとともに、感染

拡大防止を図る。

令和２年12月14日

～

令和３年２月４日

896,500 896,000 500

・新型コロナウイルス感染症対策のため、

市内保健福祉施設（５施設）に温度

顔認証端末を購入し、設置した。

・温度顔認証端末を施設入

口に設置し、異常体温の利

用者が施設利用することを防

止し、新型コロナウイルス感染

症防止が図られた。

33
感染症対策（成人

式）

　新型コロナ感染拡大防

止のため中止とした成人

式に代わる取組として、

市長並びに市議会議長

のお祝いメッセージの動

画配信を行い、新成人

を祝い励ます。

令和２年９月18日

～

令和３年３月31日

121,000 121,000 0

・15日間（1月10日～1月25日）にお

いて、市長、市議会議長からのお祝い

メッセージの動画配信を行った。
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